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得
意
業
務
は
以
下
の
分
野
で
す
。

得
意
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。

得
意
業
務
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下
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で
す
。

得
意
業
務
は
以
下
の
分
野
で
す
。

得
意
業
務
は
以
下
の
分
野
で
す
。

会
社
設
立
、
建
設
業
許
可
・
経
審
・

入
札
、
宅
建
許
可
、
産
廃
収
集
運

搬
許
可
、
遺
言
・
相
続
、
会
計
業

務
関
係
、
多
重
債
務
相
談
等

履
歴
等
自
己
紹
介

履
歴
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自
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紹
介

履
歴
等
自
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紹
介

履
歴
等
自
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紹
介

履
歴
等
自
己
紹
介

出
版
社
、
会
計
事
務
所
、
大
手
商

社
経
理
処
理
、
建
設
業
経
理
、
民

商
事
務
局
を
経
験
、
前
福
生
市
議

「
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九
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会
」
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仮
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設
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設
立
準
備
会
が
開
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れ
ま
し
た

　　　　　
八
月
十
九
日
に
、
第
一
回
目
の

「
九
条
の
会
」
準
備
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
私
も
、
準
備
会
世
話
人
の
一
人

と
し
て
、
こ
の
間
微
力
を
尽
く
し

て
き
ま
し
た
が
、
最
近
の
き
な
臭

い
世
相
の
中
、
多
く
の
方
が
呼
び

か
け
人
と
し
て
、
又
、
賛
同
者
と

し
て
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
、
大

き
く
運
動
を
発
展
さ
せ
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　
次
回
は
九
月
十
四
日
（
水
）、
ひ

と
ま
わ
り
多
く
の
方
に
集
ま
っ
て

頂
き
、
設
立
総
会
を
大
き
く
成
功

出
来
る
よ
う
、
準
備
を
急
ぎ
た
い

と
思
い
ま
す
。

原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進

原
水
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禁
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国
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大
行
進

原
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禁
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国
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大
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原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
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原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進

　
こ
と
し
は
、
戦
後
六
十
年
を
迎

え
、
大
き
な
節
目
の
年
と
し
て
、

特
別
な
思
い
で
取
り
組
ま
れ
た
方

も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
原
水

爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
西
多
摩

実
行
委
員
会
も
、
平
和
行
進
を
取

り
組
ん
で
か
ら
今
年
で
十
二
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　
私
も
例
年
に
従
っ
て
、
副
実
行

委
員
長
と
し
て
、
福
生
の
行
進
に

参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
先
だ
っ
て
何
回
か
に
わ

た
り
、
福
生
の
駅
頭
な
ど
で
、
平

和
署
名
の
と
り
く
み
を
、
様
々
な

団
体
の
方
々
と
一
緒
に
取
り
組
ま

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
大
人
よ
り
、
小
中
学
生
や
、
高

校
生
の
中
に
、
真
剣
に
話
を
聞
い

て
く
れ
、
署
名
に
応
じ
て
く
れ
る

人
が
多
く
、
何
と
し
て
も
こ
の
若

い
人
た
ち
の
未
来
を
守
る
た
め
、

平
和
を
絶
対
に
守
ら
な
け
れ
ば
と

改
め
て
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

　
最
近
の
生
活
相
談
か
ら

最
近
の
生
活
相
談
か
ら

最
近
の
生
活
相
談
か
ら

最
近
の
生
活
相
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か
ら

最
近
の
生
活
相
談
か
ら

　
私
が
受
け
る
生
活
相
談
の
内
容

が
、
こ
こ
し
ば
ら
く
傾
向
が
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
去
年
ま
で
は
、
多
重
債
務
、
生

活
保
護
な
ど
、
本
人
の
責
任
も
多

く
含
ま
れ
る
相
談
が
圧
倒
的
に
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
こ
に
来
て

老
齢
化
に
伴
う
、
諸
症
状
か
ら
来

る
様
々
な
悩
み
と
医
療
費
問
題
。

離
婚
問
題
。
裁
判
等
紛
争
の
長
期

化
に
関
連
し
て
の
悩
み
。
不
況
を

反
映
し
て
、賃
貸
人
で
は
無
く
、大

家
さ
ん
の
方
が
長
期
滞
納
を
許
し

て
き
た
が
、
さ
す
が
に
一
年
半
も

滞
納
さ
れ
て
往
生
し
た
な
ど
、
善

意
の
債
権
者
を
悩
ま
せ
る
深
刻
な

問
題
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
小
泉
自
民
党
、
公
明
党
の
生
活

破
壊
、
景
気
破
壊
に
改
め
て
強
い

憤
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
政
治
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス

で
す
。日
本
共
産
党
に
お
力
を
、お

貸
し
下
さ
い
。
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　「
景
気
が
悪
く
て
も
良
く
て
も
、

大
企
業
は
ひ
た
す
ら
も
う
け
ら
れ

る
。
そ
う
し
た
条
件
を
つ
く
り
だ

し
た
の
が
小
泉
『
構
造
改
革
』

だ
っ
た
」
と
い
う
の
は
「
暮
ら
し

と
経
済
研
究
室
」
主
宰
の
山
家
悠

紀
夫
さ
ん
（
前
神
戸
大
学
教
授
、

元
第
一
勧
銀
総
研
専
務
理
事
）。

　
山
家
さ
ん
の
試
算
に
よ
る
と
、

二
〇
〇
四
年
度
と
小
泉
内
閣
発
足

直
前
の
二
〇
〇
〇
年
度
を
比
べ
る

と
、
家
計
部
門
の
所
得
は
十
八
兆
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円
減
少

円
減
少

円
減
少

円
減
少

円
減
少
（
雇
用
者
報
酬
十
二
兆
円

減
、
財
産
所
得
六
兆
円
減
）
す
る

一
方
、
企
業
部
門
の
所
得
は
十
二
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兆
円
増
え

兆
円
増
え

兆
円
増
え

兆
円
増
え

兆
円
増
え
て
い
ま
す
。
国
民
所
得

が
全
体
で
約
六
兆
円
減
る
な
か

で
、
家
計
部
門
か
ら
企
業
部
門
に

所
得
が
大
幅
に
移
転
し
て
い
ま

す
。

　
大
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
を
応
援

し
、
労
働
規
制
を
い
っ
そ
う
緩
和

す
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
正
社

員
を
減
ら
し
、
非
正
規
社
員
を
増

や
し
人
件
費
を
抑
え
る
こ
と
で
、

大
企
業
が
高
収
益
を
あ
げ
る
環
境

を
つ
く
る
―
小
泉
「
改
革
」
の
も

と
で
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
な
ど
が
空

前
の
大
も
う
け
を
し
て
も
、
庶
民

は
「
景
気
回
復
」
を
実
感
で
き
な

い
カ
ラ
ク
リ
が
こ
こ
に
あ
る
と
山

家
さ
ん
は
指
摘
し
ま
す
。

　（
二
０
０
五
年
八
月
十
三
日
付
赤
旗
三
面
よ
り
）

日
本
企
業
の
税

日
本
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税

日
本
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税
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税
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本
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税
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社
会
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会
保
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社
会
保
障
負
担

社
会
保
障
負
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日
本
の
企
業
が
税
・
社
会
保
障

費
用
を
負
担
す
る
割
合
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
の
五
割
か
ら
八
割
に

す
ぎ
な
い
こ
と
が
、
政
府
側
が
発

表
し
た
資
料
で
分
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
資
料
は
、
経
済
産
業
省
の

「
経
済
社
会
の
持
続
的
発
展
の
た

め
の
企
業
税
制
改
革
に
関
す
る
研

究
会
」（
経
済
産
業
政
策
局
長
の

私
的
勉
強
会
）
に
二
十
三
日
、
提

出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
企
業
の
公
的
負
担
（
法
人
所
得

税
負
担
と
社
会
保
険
料
事
業
主
負

担
）
を
対
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総

生
産
）
比
で
見
る
と
、
日
本
の
場

合
は
七
．
六
％
（
二
〇
〇
一
年
）

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
た
い
し

て
ド
イ
ツ
は
九
．
一
％
、
イ
タ
リ

ア
は
十
一
．
七
％
、
フ
ラ
ン
ス
は

十
四
．
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
財
界
は
法
人
課
税
の
さ
ら
な
る

減
税
や
社
会
保
険
料
の
軽
減
を
求

め
る
一
万
、
社
会
保
障
財
源
づ
く

り
を
口
実
に
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
を
求
め
て
い
ま
す
。


